


















































蕉の生涯を徹底的 浪漫化した上で彼を「聖者」とみなしていたのにたいし、岡本は、芭蕉の無欲素朴な人間性 注目し、 「詩人」と う観点から芭蕉を「聖者」とする見方を主張していたのである。　
一方、十年程後の大正十一年に出版された木津碩堂の『新しい研究




























































































































































































































































































































































































































































































































「聖人」 とは異なった姿勢を示していた岡本の説を見てみよう。 「芭蕉 ・禅・閑寂」を一つにして考えた木津 「古池句」解釈に対して、岡本は次のように述べている。　　





















































































































































































に基づいて、 「古池句」を「禅」と結びつけて神格化する説を批判した虚子は、 大正七年 『俳句は斯く解し斯く味ふ』 （博文館）において、子規の「写生論」を支持し、次のような考えを述べていた。　　　　
古池や蛙飛び込む水の音
　　
 実際に此句の如きはさうたいしたいゝ句とも考えられ無いのである。古池が庭にあつてそれに蛙の飛び込む音が淋しく聞こえるといふだけの句である。牽強附会の説を加へて此の句を神聖不可侵のものとする は論外として、こ 以上に複雑な解釈のしやうは無い である。唯此 は芭蕉が、所謂芭蕉の俳句を創めるやうになつた一紀元を画 ものとして有名だといふ説は受け取り得べき












 この説は今読んで見ても、まことにさも有らうと点頭かるゝものであるが、更に之に附会して途方も無い説 出来た。此句にただ有難味をつけやうとする目的から 禅と俳との一致を主調する意味でかいた『古池真伝』などいふものがある。 （中略）しかし俳諧には自ら俳諧の天地があるので、直ちに之を禅の附属物の如くに視してしまふのは間違ひで 。
『葛の松原』以降生まれた、 「古池句」にたいする「途方も無い説」 、 「ただ有難味をつけやうとする目的」の説を頭から否定している。また、大正十三年に出版された小林の『芭蕉翁句集評釈』においても、　　
































ぐって、 新旧両派の間に論戦がまきおこっていた。その中で、 特に「古池句」の神格化を終始一貫して批判した子規の主張が、大正期における「芭蕉新論」を誕生させる一つの要因と った可能性について考察してみよう。　
子規は、明治期の旧派俳人が主張した俳句の「穿ち」 「理屈」 、いわ
ば「月並調」を一貫して批判し、 俳句における視覚的 もの、 所謂「俳句の絵画性」や、 写生 をする手法の重要性を説いてい 。こうした考えに基づいて、子規はまず、蕉風俳諧 印象を次 ように述べている。　　
 余は劈頭に一断案を下さんとす。曰く芭蕉の俳句は過半悪句駄句を以て埋められ、上乗と称すべき者は其何十分 一たる少数に過ぎず。否僅かに可なる者を求むるも寥々晨星の如し。
　　









 しかも俳句の楽しみは形而上の楽にして芭蕉は形而下の楽を有せず。多（一字分空白）の人にして形而下の快楽無き殆ど生を保つ能は 芭蕉は、こ 必要を充たさんがために、形而下の快楽漫遊に求めたり。
　　　　　　　　
つまり子規は、芭蕉の俳句には、説明的かつ散文的な要素、それに






 俗人は則ち曰く「到頭解すべからず」と。而して近時、西洋流の学者は則ち曰く、 古池波平かに、 一蛙躍つて水に入るの音を聞く。句面、一閑静の字を着けずして、閑静の意言外に溢る。四隣闃寂として車馬の紛擾、人語屐声の喧囂に遠きを知るべし。是れ美辞学に所謂筆を省きて感情を強くするの法 叶へり」と。果し 神








謂筆を省きて感情を強くするの法に叶へり」という「美辞学」に基づいた評価 、 そうかも知れないがよくわからない、 と判断を保留する。さらに、江戸時代以来、明治の旧派俳人も強く主張する、 「芭蕉が禅学の上に工夫を開き 大悟徹底せし時の作なり」という評価についても、信じられない、と一旦は否定するが、 「禅」とつながる いう点は別の意味で確かにそうである、と肯定する。そ 禅 通じるところとは、余計な思いを捨て去って、 「柳は緑、花は紅」 ように、いわば「ありのまま」を詠んだ点にあると、結論付けている。　








































































































 刊年不明の単行版もあるが、 『芭蕉翁七書（蕉門七書） 』 （享和元〈一八○一〉年刊）の中に「俳諧二十五条」や「嵯峨日記」 「奥細道」などとともにおさめられたり 随斎諧話』 （文政二〈一八一九〉年刊） 、 『関清水物語（二篇） 』 （文政九〈一八二六〉年刊）などにおさめられたりする形でひろまっ 。今日では偽書とされ、芭蕉の各種全集類にもおさめられていない。
 
（３）
 明治四十二〈一九○九〉年 出版 れた天生目杜南（明治期の旧派俳人代表）の『評伝芭蕉』 （博文館）では、 「芭蕉の生涯」 「芭蕉の人物」 「芭蕉の逸話」の三方面から、芭蕉行脚の姿を 浪漫化し、美文調でえがいている。特に「芭蕉の人物」においては、「聖者」という言葉を用い、当時の旧派俳人に共通した神格化された芭蕉像を述べている。
（４）
 子規を始めとした新派俳人は、小築庵春湖などの旧派俳人の唱えた「聖者」 「偉人」という言葉に象徴される神格化された芭蕉象を批判した。また、芭 行脚をひたすら浪漫化、神秘化し「詩想を磨く」 旅と評論する旧派俳人たちの説をも批判した。 （正岡子規 『行脚俳人芭蕉』 ・ 明治三十九年刊 佐藤紅緑 『芭蕉論稿』 ・明治三十六年刊、など）
（５）


















一」の一聯、 「進君更尽一杯酒、西出陽関無故人」 （ 『三体詩』
『詩人玉屑』など）と指摘している。二つ目は、 次の『幻住庵記』 。　　













 もちろん芭蕉以前から明版本もしくは清版本の『唐詩選』は渡来していたけれども、当時、舶載の書物は極めて限られた筋しか入手できず、一般人士には高嶺 花にすぎなかった。芭蕉などの寓目する可能性は絶無だった だろうと思われる
　
 　　
（日野龍夫 ・ 諏訪春雄編 『江戸文学と中国』 昭和五十二年刊）
という状況があったとされ、芭蕉がそれを見えた可能性は低い。また中里富美雄氏は、芭蕉の作品における漢詩文を踏まえた表現を分析されていた 、王維の詩を踏まえた句は一つもないと結論を出されて る（ 「芭蕉と中国文学」 『櫻美林大學中國文學論叢』第十六号・平成三年刊） 。
（６）
 子規は『芭蕉雑談』において、旧派俳人 同じように、 「禅」という言葉で「古池句」の妙趣を理解してい が、それは、 「古池句」を「参禅問答」の逸話に結び付けて、 「禅的閑寂論 を唱えた旧派の主張とは根本的に異なる。 「禅」をも て「古池句理解しているものの、それはあく でも禅で う 柳は緑、花は紅」のように、自然 真実を「 りのまま」に直感で らわしたところが「古池句」の魅力であるとする見方 あった。




















発刊（大正 / 西暦）年 発刊所 ジャンル 編著者 書　名
二（1913）年 東亜堂書房 作品研究 沼波瓊音 芭蕉句撰講話
三（1914）年 日月社 伝記・総記 岡本黙骨 俳聖芭蕉
五（1916）年 俳書堂 伝記・俳論 山崎藤吉 俳人芭蕉
七（1918）年 新潮社 発句・句合 高浜虚子 俳句は斯く解し斯く味ふ
十（1921）年 大同図書館 作品研究 小林一郎 奥の細道評釈
十（1921）年 大同図書館 伝記・総記 小林一郎 芭蕉翁の一生
十一（1922）年 石塚松雲堂 伝記・総記 木津碩堂 新しい研究芭蕉翁の面影
十二（1923）年 中央出版社 選集・総集 木村三樹 芭蕉蕪村子規三聖俳句選集
十二（1923）年 文献書院 伝記・総記 樋口功 芭蕉研究
十二（1923）年 研吟會本部 伝記・総記 小嶋倢岳 俳聖松尾芭蕉傳
十三（1924）年 大同図書館 作品研究 小林一郎 芭蕉句集評釈
十三（1924）年 春秋社 伝記・総記 荻原井泉水 芭蕉の自然観
十四（1925）年 日本書院 伝記・総記 村上計二郎 列伝　偉人の結婚生活
十四（1925）年 第一書房 伝記・総記 野口米次郎 芭蕉論
十五（1926）年 紅玉堂書店 伝記・俳論 萩原蘿月 詩人芭蕉
十五（1926）年 成象堂 作品研究 樋口功 評撰芭蕉句集
十五（1926）年 第一書房 発句・句合 野口米次郎 芭蕉俳句評選
大正時代における芭蕉評論の行方
一六五
